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1．2 実験結果と考察

圧延材の引張特性とフェライト粒度を第 3表に示す。
条件②のフェライト粒度は条件①に比較して 2番細粒化
しており，その結果 TS，RAともに高い。この線材につ
いて変形抵抗を調査した結果を第 1図に示す。室温に
おいては，ほとんど差異が認められないが，冷間鍛造時
の加工発熱状態を想定した 100～400℃での変形抵抗は，
条件②のほうが低い。圧延材の内部組織を，SEMで観
察した結果を写真 1に示す。条件②のフェライト部に
条件①よりも多くの析出物が認めらた。これらの析出物

モデル 678）により組成分析したマッピング結果を写真
2に示す。（a）がゼロロス像（明 ，（b）
（c）（工博）＊＊
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＊鉄鋼カンパニー・神戸製鉄所・条鋼技術部 ＊＊技術開発本部・材料研究所 ow stress of B-containing steel
rolled at low temperature was found to be equivalent to that of conventional spheroidizing annealed
SWRCH20A. As a result of these developments, the elimination of softeningheat treatment prior to cold








